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業績予想の修正に関するお知らせ業績予想の修正に関するお知らせ業績予想の修正に関するお知らせ業績予想の修正に関するお知らせ    

    

最近の業績動向等を踏まえ、平成 23 年５月 20 日及び平成 24 年２月 14 日に公表した業績予想を下

記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

 (1)平成 24 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 23年４月１日～平成 24年３月 31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 1,370 25 1 13 

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) 930 △270 △290 △280 

増   減   額(Ｂ－Ａ) △440 △295 △291 △293 

増   減   率 ( ％ ) △32.1 － － － 

(ご参考)前期実績 

(平成 23 年３月期) 

1,372 △387 △397 △378 

(注)１．平成 24 年３月期については、第３四半期より連結財務諸表を作成しております。 

２．「（ご参考）前期実績」には、前期(平成 23 年２月)に売却した放送・映像システム開発・

製造・販売事業の業績が含まれており、当該事業の売上高は 499 百万円、営業利益は

△16百万円です。 

 

 (2)平成 24 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 23年４月１日～平成 24年３月 31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 1,370 65 50 45 

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) 950 △180 △190 △190 

増   減   額(Ｂ－Ａ) △420 △245 △240 △235 

増   減   率 ( ％ ) △30.7 － － － 

(ご参考)前期実績 

(平成 23 年３月期)  

875 △370 △360 △379 

 



２．修正の理由 

コンサルティング＆ソリューション事業の業績につきましては、プロジェクト管理の徹底によ

る有償稼働率の改善等により、前期比で約１億円の営業増益となる見通しです。しかし、厳しい受

注環境の中、目標とした受注量の確保が難しく、当初計画した売上及び利益を下回る見込みです。 

サービス事業の業績につきましては、iPhone を活用した法人向けクレジットカード決済ソリュ

ーション「ペイメント・マイスター」について、一括で 1,000 台近い導入を実現した案件や、大手

高級ホテルチェーンへの導入、また政府の観光行政に絡み沖縄県などで多数採用され、本格的に立

ち上ってまいりました。しかし、立ち上りのスピードが想定よりも遅いこと、2012 年 1 月に発表

した iPad 対応版の出荷開始が遅れたことなどもあり、売上及び利益は計画値を下回る見込みです。 

また、連結子会社のデジタルポスト株式会社が運営する次世代向けデジタル郵便事業「Live 

Card」につきましては、iPhone、Android 及び PC 向けサービス「LiveCard」を昨年 12 月に開始し、

ビジネス向けサービス「LiveCard DM」を本年２月にリリースいたしましたが、本事業に係るソフ

トウェアの開発費を一括して費用処理することとなり、利益は計画値を下回る見込みです。 

以上により、通期の売上及び利益は前回予想を下回る見通しです。 

 

３．今後の見通し 

コンサルティング＆ソリューション事業につきましては、既存顧客に対するサポートを強化する

とともに、当社の強みである iPhone 等スマートフォンを利用した法人向けソリューションや、自

治体向けコンサルティングの提案を積極的に展開してまいります。 

サービス事業につきましては、当期に一部を納入したクレジットカード決済ソリューション「ペ

イメント・マイスター」に係る大型案件の継続受注などを軸に、また市場ニーズの高い iPad 対応

版の展開を急ぐことなど、高収益の実現に向け全力で取り組んでまいります。 

次世代向けデジタル郵便事業「Live Card」につきましては、本サービスの品質改善や認知度向

上に努め、早急に事業を立ち上げてまいります。 

また、割当済みである新株予約権の行使の促進等による資本増強も検討してまいります。 

 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報により作成したもので、実際の業績は、

今後の様々な要因によって本予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


